
塩野直道先生顕彰会から関連資料を寄贈していただきました 

 

 昭和初期に算数の国定教科書の編集に関わった数学教育者である 塩野 直道 氏（1898～

1969年）の関連資料約 100点を、塩野直道先生顕彰会〔会長：今岡 登 氏〕から寄贈してい

ただきました。【写真１・２】のとおり、卒業生会館の有朋舘１階に常設展示いたしましたの

で、生徒や保護者の方だけでなく、出雲市民の皆様も是非ご覧にお越しください。 

【写真１・２】塩野直道氏関連資料の常設展示（有朋舘１階） 

 

塩野直道氏は、1898年（明治 31年）簸川郡園村（出

雲市東園町）に生まれ、杵築中学校（大社高等学校）を

1916 年（大正 5年）に卒業しました。進学した東京帝

国大学（東京大学）を卒業し、旧制松本高等学校（信州

大学）の教授をつとめた後、1924年（大正 13年）から

文部省（文部科学省）図書監修官となり、算数・数学の

教科書編集に深く関わりました。 

 

【写真３】は「緑表紙」と呼ばれた『尋常小学算術』

の教科書で、玉入れやおはじきなどの遊びをテーマにし

たイラスト入りの問題があり、子どもが算数に関心を持

つよう工夫されたもので国際的に高く評価されました。

また、四つ珠そろばんの普及者としても有名です。 

【写真３】緑表紙の尋常小学算術教科書 

2018年（平成 30年）、島根県内の教諭ＯＢら９名が「塩野直道先生顕彰会」を設立され、

教科書、著書、家族から提供された肖像写真のほか、塩野直道氏が学んだ出雲市立長浜小学

校の児童が描いた紙芝居を基に足跡をまとめたＤＶＤを、本校へ寄贈していただきました。      

 

【写真４】は塩野直道氏の活躍をまとめたパネル、【写真５】は塩野直道氏顕彰の動きをま

とめた年表で、どちらも有朋舘１階に展示してあります。 

 



【写真４】塩野直道氏の活躍をまとめたパネル 

 

 



【写真５】塩野直道氏顕彰の動きをまとめた年表 

 


